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令和２年９月２４日発行  福島県教育庁会津教育事務所 

～地域に根ざした開かれた学校づくり～ 県立西会津高等学校 

                       左の写真は、6月１２日に西会津高等学校が開催 

した「西高図書館ワークショップ」手作り＆布マスク 

製作会の様子です。 

これは西会津高等学校図書室を会場に、放課後の時 

間を活用し、毎回様々なテーマを設定して行う体験型 

講座です。この日は、１３名の生徒が参加し、地域の 

方々と交流しながら、楽しく活動に取り組みました。 

   「西高図書館ワークショップ」のねらいと活動内容 

は、次のとおりです。 

 

■■■ 活動のねらい ■■■ 

  生徒の「なんでもやってみよう！」という気持ちを受け止める場をつくり、本校のスクールミッショ 

ン「西高ＰＣ（にしこうぴーしー）」（裏面「2020西会津高等学校 学校経営・運営ビジョン」参照） 

のうちの「課題解決力」や「協働力」を育み、地域協働推進校として、学校を開かれた場とする。  

 

■■■ 主な活動内容 ■■■ ※今年度は下記の内容で１０回のワークショップを予定しています。 

・手作りしおり＆布マスク製作会  ・図書 POP製作会  ・ブックカバー製作会   

・勉強お助け会（定期テスト前の勉強会。互いに教え合ったり、教員が飛び入りで教えたりする。） 

・ジブリ飯を作る会（物語の中に出てきた食べ物を現実化して味わう。保護者の参加も募る。） 

・図書館クリスマスディスプレイ製作会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この実践から学ぶポイント！ 
このワークショップは今年度から始まった取組ですが、生徒に大変好評とのことです。そ 

 れぞれの生徒が自分の興味・関心に応じて気軽に参加し、活動できることがその理由の一つ 

 と思われます。 

 生徒と交流をもった地域の方も「高校生の発想が面白い」、「生徒が積極的で驚いた」など 

の声を生徒にかけてくださっており、生徒のやりがいの高まりにつながっています。 

生徒にとっての学校が、受動的な学びの場ではなく「自分がやりたいことをやってもいい 

んだ」と思える場所に変化し始めているそうです。このワークショップが、生徒が自ら動き 

始めるきっかけとなっています。西高コーディネーターの働きかけにより、地域の方々が学 

校を訪れ、ワークショップを通して生徒との交流を図るなど、地域に開かれた学校づくりに 

つながっている点も見逃せないポイントです！ 

ワークショップ

当日は、飛び入り

参加した西会津国

際芸術村滞在アー

ティストの方々と

の交流も楽しんだ

ようです！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


